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（国際ロータリー第2690地区）
「行動し、新たなロータリーの可能性を引き出そう！」

一  真実かどうか
二  みんなに公平か
三  好意と友情を深めるか
四  みんなのためになるかどうか

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

2022-23年度国際ロータリーのテーマ
RI会長　ジェニファーＥ．ジョーンズ

イマジン ロータリー / Imagine Rotary

接的な共通感染症が出現して、その複雑さが
増している。
　先進各国における新興・再興感染症に対す
る認識は、一部の発生国における個別の問題
としてではなく、「明日は我が身」の問題とし
てとらえ、「国際的な連携をもって対応を進め
ることが重要である」といえます。
　最後になりますが、来週は第2回クラブ協議
会、ガバナー補佐訪問例会となっています。感
染対策には万全を期しておりますが、会場に
おいでの際には、検温、マスク着用、消毒をお
忘れないようお願い致します。ご不便、ご迷惑
おかけいたしますが、何卒ご理解、ご協力よろ
しくお願いいたします。
　会員の皆様の多数の例会参加お願いします
と同時に対面でお会い出来る事を楽しみにし
ています。
幹事報告
⃝�8月の例会出欠、地区大会の登録・参加につ
いて、返信がまだの方はお願いします。
　�入会3年未満と理事役員は義務出席・義務登
録です。（参加される場合は、バス乗車の有
無の回答もお願いします。）
⃝�8月はIDM実施月です。班編成表は別紙のと
おりです。コロナ感染状況をみながらマス
ターの判断で実施してください。
⃝�8月4日は広田ガバナー補佐をお迎えして、
11時よりクラブ協議会を行います。
⃝�同じく8月4日の例会は、12：30より、広田ガ
バナー補佐訪問例会です。食事はありませ
んが、11：30より例会場前にて食事券をお配
りしますので、券をご利用してホテル内で
食事をとっていただいても結構です。
⃝�8月11日は休会です。事務局は8月12日~15日
まで盆休とします。
⃝�8月18日は13：00より3階カサブランカに
て、定例理事会を予定しています。対面で開
催します。食事は出しませんので各自済ま
せてからご出席お願いします。
⃝�米子RCより　休会のお知らせ（7月22日）
出席報告
⃝�会 員 数47名
　出席会員45名　欠席会員0名　免除会員2名
　出 席 率　100％

書面例会（メール・FAX）
会長時間
　新型コロナウイルス感染拡大というこれま
で経験したことがない状況下で、会員の皆様
におかれましては種々ご苦労され、また様々
な取り組みをされていると思います。新型コ
ロナウイルス感染症や一昨昨日に国内初感染
者が確認されたサル痘など、新興感染症は動
物由来感染症と言われていますので、本日は
少しだけ動物由来感染症の話をしたいと思い
ます。
　ヒトと動物の共通感染症（厚生労働省はヒ
トの感染症対策の立場から動物由来感染症
と呼んでいる）は中世のペストや近代の狂犬
病のように歴史的に有名なもの以外にも、寄
生虫病、リケッチア・クラミジア症、細菌感染
症、ウイルス病まで数多くある。共通感染症は
1959年、世界保健機関（WHO）専門家会議で検
討された主要なものだけで130種類以上あり、
現在では特に重要なものでも200種類以上は
あると考えられている。
　他方、1980年にWHOから天然痘撲滅宣言が
出され、また先進国では抗生物質による細菌
感染症の制圧が現実的になり、人類は感染症
を制御し得るという楽観論が拡がった時期が
あった。しかし、新興感染症としてエイズやウ
イルス性出血熱のアウトブレイクが起こり、
またデング熱、デング出血熱や結核などの再
興感染症が人類の脅威となってきている。特
に、20世紀後半から出現した新興ウイルス感
染症の約3分の2は共通感染症です。
　これらの感染症の多くは開発途上国から
由来している。原因としては、熱帯雨林開発、
急速な都市化・人口集中と貧弱なインフラス
トラクチュア、航空輸送による人と動物の移
動があげられる（エボラ出血熱、マールブルグ
病、ラッサ熱、ボリビア出血熱、アルゼンチン
出血熱など）。これに対し、先進国では野生動
物のペット化（いわゆるエキゾチックアニマ
ル）、アウトドア生活の普及による野生動物と
の接触による感染症（ライム病、ハンタウイル
ス肺症候群、ペスト）および産業動物の経済効
率を求める集中飼育方式による感染症（牛海
綿状脳症（BSE）、サルモネラ症、腸管出血性大
腸菌O157感染症）が出現した。さらに最近、ヘ
ンドラウイルスやニパウイルスのようにオオ
コウモリから家畜を介してヒトに感染する間
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